
表 1442　被嚢性腹膜硬化症（EPS）の既往　透析前補正カルシウム濃度(mg/dL)別 （腹膜透析の経験があるか現在施行している患者）

透析前補正
カルシウム濃度

なし
あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往あり、
ステロイド使用歴なし）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴あり）

あり(剥離手術既往なし、
ステロイド使用歴なし）

合計 不明 記載なし 総計

7.0未満 55 2 2 59 9 68
（％） (93.2) (3.4) (3.4) (100.0)
7.0～ 69 4 1 74 2 8 84
（％） (93.2) (5.4) (1.4) (100.0)
7.5～ 232 8 2 4 246 5 42 293
（％） (94.3) (3.3) (0.8) (1.6) (100.0)
8.0～ 634 31 3 3 4 675 24 95 794
（％） (93.9) (4.6) (0.4) (0.4) (0.6) (100.0)
8.4～ 224 8 2 1 235 7 22 264
（％） (95.3) (3.4) (0.9) (0.4) (100.0)
8.5～ 2,073 111 4 14 20 2,222 57 269 2,548
（％） (93.3) (5.0) (0.2) (0.6) (0.9) (100.0)
9.0～ 3,267 152 3 16 17 3,455 67 411 3,933
（％） (94.6) (4.4) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
9.5～ 2,763 103 4 13 10 2,893 65 363 3,321
（％） (95.5) (3.6) (0.1) (0.4) (0.3) (100.0)

10.0～ 362 18 1 3 384 10 49 443
（％） (94.3) (4.7) (0.3) (0.8) (100.0)

10.1～ 865 44 6 3 918 21 146 1,085
（％） (94.2) (4.8) (0.7) (0.3) (100.0)

10.5～ 464 24 2 2 1 493 10 76 579
（％） (94.1) (4.9) (0.4) (0.4) (0.2) (100.0)

11.0～ 168 6 3 2 179 8 22 209
（％） (93.9) (3.4) (1.7) (1.1) (100.0)

11.5～ 53 53 2 9 64
（％） (100.0) (100.0)

12.0～ 44 1 1 46 1 4 51
（％） (95.7) (2.2) (2.2) (100.0)
合計 11,273 512 16 64 67 11,932 279 1,525 13,736
（％） (94.5) (4.3) (0.1) (0.5) (0.6) (100.0)

記載なし 916 13 4 933 25 2,436 3,394
（％） (98.2) (1.4) (0.4) (100.0)
総計 12,189 525 16 68 67 12,865 304 3,961 17,130
（％） (94.7) (4.1) (0.1) (0.5) (0.5) (100.0)
平均 9.32 9.28 9.18 9.34 9.04 9.31 9.32 9.34 9.32

標準偏差 0.78 0.75 0.78 0.91 0.86 0.78 0.80 0.81 0.78

数値下のかっこ内は行方向の合計に対する％です。
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